
「課題提示型」提案募集シート 

 

１ 提案を募集する内容について 

募集テーマ No. 39 
中心市街地の活性化に寄与するデジタル技術を活用した 

来街者データの取得・分析について 

提案を募集する背景 

（現状・課題） 

 中心市街地の活性化の状況については、歩行者通行量調査を年４回（５・

７・10・12 月）行って来街者数を確認するほか、回遊性満足度調査を毎年

11 月に実施し中心市街地の来街目的・来街先等の把握を行っているが、来

街者の同地での滞在時間や個店・商店街毎の入店の有無など詳細なデータ

の把握はできていないところである。  

 また、年々、通行量調査の調査員不足が顕著となってきており、従来の調

査方法での委託料が上昇してきている状況である。 

 

課題解決に向けて 

募集する提案内容 

 中心市街地の活性化に寄与する取組を官民で検討していくための資料と

するため、中心市街地の商店街毎の来街者に関して、デジタル技術を活用し

た人流や属性（性別、年代別、居住地別）、回遊状況、ニーズ（興味関心）、

購買行動等の正確なデータの取得・分析を可能とするサービス・ノウハウの

提案を求める。 

属性等が明らかになることにより、個店や商店街等がターゲットを明確

にできることで、ブラッシュアップを図り、これまで以上に魅力を高められ

ると考えている。 

 

（実証実験に関する提案の希望：☒あり ☐なし） 

想定する提案の例 

（イメージ） 

（提案内容は下記の例に限定されるものではありません） 

・位置情報や検索履歴等を含むビッグデータの活用 

・キャッシュレス決済サービス（Payどん等）の購買データの活用 

・ＡＩカメラの活用 

※想定エリアの商店街等には、既に防犯カメラが設置されていることが

想定されるため、既存の防犯カメラのＡＩカメラへの更新とデータ取得

時のプライバシーへの配慮が課題と考えられる。 

（他都市における類似の事例：☒あり ☐なし） 

課題解決に向けて、

これまでに実施した

ことがある主な取組 

・歩行者通行量調査（人手によるカウント） 

・中心市街地来街者の回遊性調査（アンケート調査） 

 

 

 

 

 

 



２ 提案にあたっての条件について 

募集期間 
掲載日～令和７年３月３１日 

（但し、予告なく中止することがあります） 

想定している 

実施時期 

☐ 随時 

☒ 令和７年度以降 

☐ その他（                        ） 

提案者に求める 

専門性 

・ビッグデータの活用等に関する知見、ノウハウ 

・商店街の活性化に関する知見、ノウハウ 

本市から 

提供できるメリット 

☒ 連携事業の広報・ＰＲ： 市ホームページや市政広報紙など   

☐ 関連するデータ（            ）の提供 

☒ 実施にあたっての関係機関との協議・調整のサポート 

☐ その他（                        ） 

※上記は現時点で想定している内容です。連携する取組内容によって、改め

て市が負担・協力できる内容を協議・検討させていただきます。 

その他の留意点 

☐ 基本的には、市に事業費の負担が生じない提案を希望しています。 

☒ 現時点での予算措置はありませんが、提案内容により予算措置を検討

することがあります。（市の事業費負担がある提案の実施に関しては、関

係法令等に基づき、改めて、公募等を行います。） 

提案内容に関する 

お問い合わせ先 

（事業所管課） 

鹿児島市産業局産業振興部産業政策課中心市街地活性化推進室 

電 話：０９９－２１６－１３０７ 

メール：chukatu@city.kagoshima.lg.jp 

 


